
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
有
害
図
書
類
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

二

〇
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
同
意 

（　
　

同　
　

）　

　

二

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出 

三

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

三

〇
政
治
団
体
の
解
散
届 

四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
一
年
分
） 

四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
二
年
分
） 

七

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出 

八

〇
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
し
の
届
出 

九

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

　
　

九

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
二
年
号
外
第
一
二
号
中 

　
　

一
五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
三
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
経
営
体
質
改
善
サ
ポ
ー
ト
宮
城

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

佐
藤　

洋
一

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ケ
岡
五
番
地　

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
内　

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
人
材
放
出
時
代
に
際
し
、
シ
ニ
ア
層
を
含
む
諸
人
材
の
各
専
門
分

野
の
実
務
経
験
を
活
か
し
、
そ
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
こ

と
を
主
旨
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
場
と
し
て
、
企
業
（
特

に
、
地
場
中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
）
の
経
営
体
質
改
善
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
事

業
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
企
業
育
成
・
支
援
活
動
を
進
め
、
最
終
的
に
は
当
該
企

業
の
雇
用
維
持
・
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
十
日 

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
四
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

（1）　 平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2159号　　 
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番 
号

一二三四五

種　
　

類

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

ま
ん
が
グ
リ
ム
童
話　

６
月
号

　

０
８
３
０
５－

６

無
敵
恋
愛
エ
ス
ガ
ー
ル　

６
月
号

　

０
８
５
７
７－

６

恋
愛
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

６
月
号

　

１
９
６
６
７－

０
６

恋
愛
白
書
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ

　

１
８
８
１
６－

０
６

実
話
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

６
月
号

　

０
５
２
６
７－

６

発　
　
　

行　
　
　

所

㈱
ぶ
ん
か
社

㈱
ぶ
ん
か
社

㈱
宙
出
版

㈱
宙
出
版

㈱
竹
書
房



二　

指
定
理
由

　

図
書
類
の
内
容
が
、
一
か
ら
十
四
ま
で
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
十
五
の
図
書
類
に

あ
っ
て
は
著
し
く
自
殺
を
誘
発
し
、
十
六
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
甚
だ
し
く
残
忍
性
を
有
し
、
及
び
著
し
く
自
殺
を

誘
発
し
、
十
七
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
一
迫
字
川
口
山
舘
八
の
二
、
八
の
一
一
、
二
〇
の
四
、
二
一
の
一
、
五
三
、
七
七
、
字
川
口
沢
山
七
七
、

一
一
三

二　

指
定
の
目
的

　
　

干
害
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
並
び
に
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
迫
川
沿
岸
土
地
改
良

区
の
役
員
の
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

佐

々

木　
　

昭　
　

男　
　
　

　

退
任
し
た
者

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
米
市
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
中
田
地
区
）
の
施
行
に
平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日
同
意

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
同
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

第2159号　平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

雑　
　
　

誌

書　
　
　

籍

書　
　
　

籍

書　
　
　

籍

特
冊
新
鮮
組
Ｄ
Ｘ　

６
月
号

　

０
６
６
８
１－

６

衝
撃
の
Ｘ
Ｘ
Ｘ　

ｖ
ｏ
ｌ．

４

　

１
３
３
２
０－

６

漫
画
実
話
ナ
ッ
ク
ル
ズ
増
刊　

ザ
・
タ
ブ
ー　

Ｖ
Ｏ
Ｌ．

３
　

１
８
４
２
２－

６

恋
愛
Ｍ
Ａ
Ｘ　

６
月
号

　

１
７
７
４
４－

６

劇
画
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス　

６
月
号

　

０
３
３
６
９－

０
６

上
級
恋
愛
ミ
ン
ト　

６
月
号

　

０
４
５
９
３－

６

月
刊
エ
ン
タ
メ　

６
月
号

　

０
２
０
５
３－

０
６

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

６
月
号

　

０
１
８
０
５－

６

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｂ
Ｏ
Ｘ　

６
月
号

　

１
７
８
４
３－

６

完
全
自
殺
マ
ニ
ュ
ア
ル　

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
４－

８
７
２
３
３－

１
２
６－
５

自
殺
サ
ー
ク
ル

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

７
７
８
３－

２
０
７
１－

３５
０
人
の
痴
漢
体
験

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
４－

８
８
７
１
８－

７
３
４－

３

㈱
竹
書
房

ミ
リ
オ
ン
出
版
㈱

ミ
リ
オ
ン
出
版
㈱

㈱
秋
田
書
店

㈱
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

㈱
近
代
映
画
社

㈱
徳
間
書
店

㈱
鉄
人
社

三
英
出
版

㈱
太
田
出
版

㈱
太
田
出
版

㈱
デ
ー
タ
ハ
ウ
ス

退

任

年

月

日

平
成
二
十
二
年
四
月
十
七
日

氏　
　
　

名

伊　

藤　

大　

八

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

登
米
市
迫
町
北
方
字
大
沢
八
十
二
番
地    

役
職
名

理　

事



地
方
裁
判
所
に
こ
の
同
意
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

佐

々

木　
　

昭　
　

男　
　
　

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

（
政
党
の
支
部
）

　

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

（3）　 平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2159号　　 
　

政
治
団
体
の
名
称

気
仙
沼
を
変
え
る
会

斉
藤
と
し
お
後
援
会

境
恒
春
後
援
会

公
の
会

松
利
会

庄
司
よ
し
あ
き
後
援
会

西
村
ま
さ
み
宮
城
県
後

援
会

み
や
ぎ
中
村
ひ
ろ
ひ
こ

後
援
会

代
表
者
氏
名

境　
　

恒
春

阿
部　

修
久

小
野
寺　

勉

伏
見　

公
秀

加
藤　

誠
一

佐
藤　

芳
彦

細
谷　

仁
憲

黒
田　
　

清

会
計
責
任
者

氏　
　
　

名

吉
田　
　

亨

菊
池
か
よ
子

吉
田　
　

亨

石
橋　

竜
也

佐
藤　

聡
司

千
葉　

雅
俊

目
黒　

一
美

佐
藤　

道
雄

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
三
日
町
一－

二－

二
六

亘
理
郡
山
元
町
浅
生
原
字
下
宮
前

七
九－

三
七

気
仙
沼
市
田
中
前
三－

七－
一
〇

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
北
在
家

二
一－

三

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
光
陽
台
五

九石
巻
市
吉
野
町
二－

一－

二
六

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
一－

五－

一大
崎
市
古
川
駅
東
三－

七－

六
二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年

四
月
一
日

平
成
二
十
二
年

四
月
一
日

平
成
二
十
二
年

四
月
一
日

平
成
二
十
二
年

四
月
九
日

平
成
二
十
二
年

四
月
十
二
日

平
成
二
十
二
年

四
月
二
十
三
日

平
成
二
十
二
年

四
月
三
十
日

平
成
二
十
二
年

四
月
三
十
日

政
治
団
体
の
名
称

自
由
民
主
党
宮
城
県

林
材
業
支
部

自
由
民
主
党
一
迫
支

部同　同　自
由
民
主
党
宮
城
県

看
護
連
盟
支
部

自
由
民
主
党
宮
城
県

第
四
選
挙
区
支
部

同　自
由
民
主
党
松
島
町

支
部

同　民
主
党
宮
城
県
参
議

院
選
挙
区
第
３
総
支

部自
由
民
主
党
宮
城
県

参
議
院
選
挙
区
第
二

支
部

自
由
民
主
党
仙
台
市

区
支
部
連
合
会

代
表
者
氏
名

佐
藤　

豊
彦

小
山　

智
正

同　同　冨
田
き
よ
子

伊
藤
信
太
郎

同　太
齋　

雅
一

同　伊
藤　

弘
実

熊
谷　
　

大

岡
部　

恒
司

異
動
事
項

代

表

者

同　会
計
責
任
者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

同　主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

同　同　代

表

者

新

佐
藤　

豊
彦

小
山　

智
正

大
内　
　

芳

栗
原
市
一
迫
真
坂

上
川
原
四
七

神
林
美
和
子

袖
井　
　

孝

多
賀
城
市
八
幡
四

－

八－

二
六

太
齋　

雅
一

宮
城
郡
松
島
町
幡

谷
字
地
蔵
四
二

仙
台
市
青
葉
区
上

杉
一－

四－

三
〇

仙
台
市
宮
城
野
区

小
鶴
一－

一
〇－

二
一

岡
部　

恒
司

旧

大
沼　

迪
義

遊
佐
喜
美
夫

高
橋　

義
雄

栗
原
市
一
迫
字
川

口
日
影
一
五

山
添
枝
理
子

犬
飼　

俊
郎

塩
竈
市
海
岸
通
二

－

一
千
葉　

繁
夫

宮
城
郡
松
島
町
初

原
字
原
二
一

仙
台
市
太
白
区
中

田
五－

一
六－

八

仙
台
市
青
葉
区
上

杉
一－

一
〇－

一

〇野
田　
　

譲

異
動
届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
六
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
四
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
四
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
六
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
七
日

政
治
団
体
の
名
称

佐
々
木
嘉
郎
後
援
会

ち
ば
ま
さ
よ
し
後
援

会幸
福
実
現
党
仙
台
南

後
援
会

代
表
者
氏
名

高
橋　

信
行

�
城　

靖
尚

星　
　

光
浩

異
動
事
項

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

新

栗
原
市
瀬
峰
蔵
王

一
六
一

�
城　

靖
尚

仙
台
市
太
白
区
南

大
野
田
一
二－

四

旧

栗
原
市
瀬
峰
下
藤

沢
一
五
九－

一

佐
藤　
　

敬

柴
田
郡
大
河
原
町

大
谷
字
荒
屋
敷
後

一
〇
五－

一

異
動
届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
一
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日



〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

（
政
党
の
支
部
）

　

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
一
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（政
党
の
支
部

）

政
治
団
体
の
名
称
社
会
民
主
党
宮
城
県
第
５
区
支
部
連
合

報
告
年
月
日
平
成
22   年
３
月
31   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

1,058,01

        8  

円
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昆
野
牧
恵
後
援
会

同宮
城
県
看
護
連
盟

森
田　

文
子

同冨
田
き
よ
子

代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

森
田　

文
子

気
仙
沼
市
南
郷
七

－

一
神
林
美
和
子

武
山　

美
加

気
仙
沼
市
弁
天
町

一－

二－

二
六

山
添
枝
理
子

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
七
日

境
恒
春
後
援
会

税
理
士
に
よ
る
岡
崎

ト
ミ
子
後
援
会

相
沢
ゆ
う
じ
後
援
会

岡
崎
た
か
し
後
援
会

大
崎
市
政
調
査
研
究

会も
ん
で
ん
英
慈
宮
城

県
後
援
会

く
ま
が
い
大
後
援
会

只
野
直
悦
後
援
会

は
じ
む
会
（
浅
野
元

後
援
会
）

同菅
原
健
後
援
会

さ
い
と
う
邦
男
後
援

会ふ
し
み
公
秀
の
会

同

尾
形　

和
優

冨
士　
　

昇

高
橋　

正
幸

佐
藤　

能
文

佐
藤　

長
生

阿
部　

雅
良

熊
谷　
　

一

門
田　

健
一

笠
原　

憲
一

同菅
原　
　

健

竹
澤　

哲
也

伏
見　

公
秀

同

代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

会
計
責
任
者

同　代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

同　代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名

称

会
計
責
任
者

尾
形　

和
優

仙
台
市
宮
城
野
区

榴
岡
五－

一－

二

三高
橋　

正
幸

佐
藤　
　

聖

佐
藤　

悦
生

阿
部　

雅
良

仙
台
市
宮
城
野
区

小
鶴
一－

一
〇－

二
一

大
崎
市
田
尻
北
小

牛
田
字
宅
地
一
五

三笠
原　

憲
一

黒
川
郡
大
和
町
吉

岡
上
町
八
〇

菅
原　
　

健

亘
理
郡
亘
理
町
字

中
町
東
二
〇
三－

一ふ
し
み
公
秀
の
会

石
橋　

竜
也

小
野
寺　

勉

仙
台
市
青
葉
区
一

番
町
三－

三－

一

一相
沢　

光
雄

遠
藤　

義
春

八
木　

吉
夫

遠
藤　

利
信

仙
台
市
青
葉
区
上

杉
一－

一
〇－

一

〇大
崎
市
田
尻
北
小

牛
田
字
石
川
浦
八

一－

二

瀬
戸　

茂
雄

黒
川
郡
大
和
町
吉

岡
上
町
八
四

菅
井　
　

茂

亘
理
郡
亘
理
町
吉

田
字
板
橋
一
一
三

－

一
三
一

ふ
し
み
公
秀
サ
ポ

ー
ト
ク
ラ
ブ

伏
見　

美
和

平
成
二
十
二
年

 

四
月
八
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
二
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
五
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
五
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
二
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
二
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
二
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
六
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
七
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
二
十
八
日

　
　
政
治
団
体
の
名
称

鈴
木
寿
郎
後
援
会

永
窪
た
つ
き
後
援
会

加
茂
き
よ
こ
の
会

氏
家
勇
喜
後
援
会

さ
と
う
昭
一
後
援
会

鈴
木
昇
後
援
会

代
表
者
の
氏
名

�
橋　
　

護

目
黒　
　

弘

長
谷
川　

弘

佐
々
木　

宏

青
沼　

文
雄

吉
田　

大
吉

　
　
　
　
解
散
年
月
日

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
二
年
二
月
十
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
九
日

　

解
散
届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
五
日

平
成
二
十
二
年
四
月
六
日

平
成
二
十
二
年
四
月
十
三
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日

　
　
政
治
団
体
の
名
称

社
会
民
主
党
宮
城
県
第
５

区
支
部
連
合

社
会
民
主
党
宮
城
県
第
３

区
支
部
連
合

社
会
民
主
党
宮
城
県
第
４

区
支
部
連
合

代
表
者
の
氏
名

佐
々
木　
�

相
沢　

祐
司

岩
渕　

義
教

　
　
　
　
解
散
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
四
日

平
成
二
十
二
年
四
月
四
日

平
成
二
十
二
年
四
月
四
日

　

解
散
届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日



ア
前
年
繰
越
額

76,358

      

円

イ
本
年
収
入
額

981,660

       

円
�
支
出
総
額

912,62

      6  

円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た

交
付
金
に
係
る
収
入

906,250

       

円
�
社
会
民
主
党
宮
城
県
連
合

906,250

　
       

円

イ
そ
の
他
の
収
入

75,410

      

円

10   万
円
未
満
の
収
入

75,410

      

円

合
計

981,66

      0  

円
�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

137,844

       

円
�
備
品
・
消
耗
品
費

35,844

      

円
�
事
務
所
費

102,00

      0  

円

イ
政
治
活
動
費

774,782

       

円
�
組
織
活
動
費

453,360

       

円
�
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

321,422

       

円

ａ
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

321,422

       

円

合
計

912,62

      6  

円

政
治
団
体
の
名
称
社
会
民
主
党
宮
城
県
第
３
区
支
部
連
合

報
告
年
月
日
平
成
22   年
３
月
31   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

960,34

      3  

円

ア
前
年
繰
越
額

129,743

       

円

イ
本
年
収
入
額

830,600

       

円
�
支
出
総
額

859,80

      3  

円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た

交
付
金
に
係
る
収
入

735,000

       

円
�
社
会
民
主
党
宮
城
県
連
合

735,000

　
       

円

イ
そ
の
他
の
収
入

95,600

      

円

10   万
円
未
満
の
収
入

95,600

      

円

合
計

830,60

      0  

円
�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

211,045

       

円
�
備
品
・
消
耗
品
費

75,405

      

円
�
事
務
所
費

135,64

      0  

円

イ
政
治
活
動
費

648,758

       

円
�
組
織
活
動
費

283,338

       

円
�
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

365,420

       

円

ａ
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

365,420

       

円

合
計

859,80

      3  

円

政
治
団
体
の
名
称
社
会
民
主
党
宮
城
県
第
４
区
支
部
連
合

報
告
年
月
日
平
成
22   年
３
月
31   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

1,292,96

        9  

円

ア
前
年
繰
越
額

296,739

       

円

イ
本
年
収
入
額

996,230

       

円
�
支
出
総
額

1,134,78

        4  

円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た

交
付
金
に
係
る
収
入

890,000

       

円
�
社
会
民
主
党
宮
城
県
連
合

890,000

　
       

円

イ
そ
の
他
の
収
入

106,230

       

円

10   万
円
未
満
の
収
入

106,23

      0  

円

合
計

996,23

      0  

円
�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

285,992

       

円
�
備
品
・
消
耗
品
費

83,542

      

円
�
事
務
所
費

202,45

      0  

円
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イ
政
治
活
動
費

848,792

       

円
�
組
織
活
動
費

547,535

       

円
�
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

301,257

       

円

ａ
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

301,257

       

円

合
計

1,134,78

        4  

円

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）
政
治
団
体
の
名
称
氏
家
勇
喜
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
23   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

4,530

     

円

ア
前
年
繰
越
額

4,530

     

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

政
治
団
体
の
名
称
加
茂
き
よ
こ
の
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
13   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

145,77

 

      4  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
前
年
繰
越
額

115,77

      4  

円

イ
本
年
収
入
額

30,00
 

     0  

円
�
支
出
総
額

127,27

 

      8  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

ア
寄

附
30,00

 

     0  

円
�
寄
附

（内
訳
別
掲

）

30,00

 

     0  

円

　
　
　
　
　

ａ
個
人
か
ら
の
寄
附

30,000

      

円

 

 合
計

30,00

 

     0  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

﹇寄
附
の
内
訳

﹈

ア
個
人
か
ら
の
寄
附

 

（寄
附
者
の
氏
名

） 

　
（金

額

） 

（住
所

）

そ
の
他

30,00

     0  

円

小
計

30,000

      

円

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

33,33

 

     5  

円
�
備
品
・
消
耗
品
費

3,185

 

     

円
�
事
務
所
費

30,15

 

     0  

円

イ
政
治
活
動
費

93,943

 

      

円
�
組
織
活
動
費

78,80

 

     8  

円
�
選
挙
関
係
費

15,13

 

     5  

円

 

 合
計

127,27

 

      8  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

政
治
団
体
の
名
称
さ
と
う
昭
一
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
３
月
29   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

0  

円

ア
前
年
繰
越
額

0  

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

政
治
団
体
の
名
称
鈴
木
寿
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
３
月
29   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

0  

円

ア
前
年
繰
越
額

0  

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

政
治
団
体
の
名
称
鈴
木
昇
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
２
月
25   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

79,54

     3  

円

ア
前
年
繰
越
額

79,543

      

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

政
治
団
体
の
名
称
永
窪
た
つ
き
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年

４
月
６
日

第2159号　平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）



１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

0  

円

ア
前
年
繰
越
額

0  

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（政
党
の
支
部

）

政
治
団
体
の
名
称
社
会
民
主
党
宮
城
県
第
５
区
支
部
連
合

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
28   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

　

�
収
入
総
額

145,39
 

      2  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
前
年
繰
越
額

145,39

 

      2  

円

イ
本
年
収
入
額

0

 

 

円
�
支
出
総
額

145,39

 

      2  
円

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

　

�
収
入
の
内
訳

 

 合
計

0

 

 

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

145,39

 

      2  

円
�
組
織
活
動
費

145,39

 

      2  

円

 

 合
計

145,39

 

      2  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

政
治
団
体
の
名
称
社
会
民
主
党
宮
城
県
第
３
区
支
部
連
合

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
28   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

　

�
収
入
総
額

100,54

 

      0  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
前
年
繰
越
額

100,54

 

      0  

円

イ
本
年
収
入
額

0

 

 

円
�
支
出
総
額

100,54

 

      0  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

　

�
収
入
の
内
訳

 

 合
計

0

 

 

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

100,54

 

      0  

円
�
組
織
活
動
費

100,54

 

      0  

円

 

 合
計

100,54

 

      0  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

政
治
団
体
の
名
称
社
会
民
主
党
宮
城
県
第
４
区
支
部
連
合

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
28   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

　

�
収
入
総
額

158,18

 

      5  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
前
年
繰
越
額

158,18

 

      5  

円

イ
本
年
収
入
額

0

 

 

円
�
支
出
総
額

158,18

 

      5  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

　

�
収
入
の
内
訳

 

 合
計

0

 

 

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

158,18

 

      5  

円
�
組
織
活
動
費

158,18

 

      5  

円
 

 合
計

158,18

 

      5  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

政
治
団
体
の
名
称
氏
家
勇
喜
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
23   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

4,530

     

円

ア
前
年
繰
越
額

4,530

     

円

（7）　 平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2159号　　 



イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

4,53

    0  

円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

　

�
収
入
の
内
訳

 

 合
計

0

 

 

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
支
出
の
内
訳

ア
政
治
活
動
費

4,53

 

    0  

円
�
組
織
活
動
費

4,53

 

    0  

円

 

 合
計

4,53

 

    0  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

政
治
団
体
の
名
称
加
茂
き
よ
こ
の
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
13   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

18,49

 

     6  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ア
前
年
繰
越
額

18,496

      

円

イ
本
年
収
入
額

0

 

 

円
�
支
出
総
額

18,49

 

     6  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

 

 合
計

0

 

 

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

18,49

 

     6  
円

�
事
務
所
費

18,49

 

     6  
円

 

 合
計

18,49

 

     6  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

政
治
団
体
の
名
称
さ
と
う
昭
一
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
28   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

0  

円

ア
前
年
繰
越
額

0  

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

政
治
団
体
の
名
称
鈴
木
寿
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年

４
月
５
日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

0  

円

ア
前
年
繰
越
額

0  

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

0  

円

政
治
団
体
の
名
称
鈴
木
昇
後
援
会

報
告
年
月
日
平
成
22   年
４
月
30   日

１
収
入
・
支
出
の
総
額

�
収
入
総
額

79,54

     3  

円

ア
前
年
繰
越
額

79,543

      

円

イ
本
年
収
入
額

0  

円
�
支
出
総
額

79,54

     3  

円

２
収
入
・
支
出
の
内
訳

�
収
入
の
内
訳

 

 合
計

0

 

 

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
支
出
の
内
訳

ア
経
常
経
費

79,54

 

     3  

円
�
事
務
所
費

79,54

 

     3  

円

 

 合
計

79,54

 

     3  

円
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

第2159号　平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）

届
出
者
の

氏　
　

名

伏
見　

公
秀

公
職
の
種
類

仙
台
市
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

公
の
会

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
宮
城
野
区
岡

田
字
北
在
家
二
一－

三

代
表
者
の

氏　
　

名

伏
見　

公
秀

届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

四
月
九
日



〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

 

監
査
委
員

（9）　 平成22年５月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2159号　　 
　
　
資
金
管
理
団
体
の
名
称

ふ
し
み
公
秀
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ

代
表
者
の
氏
名

伏
見　

公
秀

　
　
　
　
指
定
取
消
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

　

指
定
取
消
届
出
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
九
日

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
２
号

　
地
方
自
治
法（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
等
に
つ
い
て
，宮

城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
条
同
項
の
規
定
に

基
づ
き
公
表
す
る
。

　
　
平
成
22年
５
月
25日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
 々
 木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
22年
２
月
23日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
宮
城
県
知
事
　
平
成
22年
３
月
26日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
�
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

175,837,956円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

371,919,421円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

547,757,377円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

200,325,860円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

436,630,710円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

636,956,570円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
税
目
別
の
収
入
未
済
目
標
額
を
設
定
し
，
機
能
分
担
型
滞
納
整
理
を
取
り
入
れ
，
文
書
・
電
話
・
臨
戸
に
よ

る
納
税
催
告
と
徴
収
を
実
施
し
た
。
特
に
，
差
押
に
つ
い
て
は
件
数
500件

を
目
標
と
し
，
徹
底
し
た
財
産
調
査

と
積
極
的
な
差
押
を
実
施
し
た
。

　
収
入
未
済
額
に
占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
い
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
の
開
催
，
滞

納
整
理
困
難
事
案
の
事
例
検
討
会
の
開
催
，
共
同
催
告
・
共
同
徴
収
等
の
実
施
，
地
方
税
法
第
48条
に
基
づ
く

直
接
徴
収
の
実
施
の
ほ
か
，
特
別
徴
収
促
進
の
た
め
未
実
施
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
等
を
市
町
と
協
働
し
て
積

極
的
に
実
施
し
た
。

　
ま
た
，
自
動
車
税
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て
，
収
入
率
向
上
と
収
入
未
済
額
の
大
幅
な
縮
減
を
目
指
し
，
差
押

に
重
点
を
置
い
た
滞
納
整
理
を
実
施
し
た
。
そ
の
た
め
，
換
価
の
容
易
な
預
貯
金
等
の
差
押
，
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

を
活
用
し
た
自
動
車
差
押
や
捜
索
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。

　
�
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

236,171,708円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

537,889,853円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

774,061,561円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

269,860,824円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

469,379,694円
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合
　
　
計
 

739,240,518円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
平
成
21年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
，
管
内
市
町
と
の
連
携
・
情
報
交
換
に
よ
り
個
人
県
民
税

の
徴
収
率
向
上
に
努
め
た
。

　
ま
た
，
自
動
車
税
の
滞
納
額
縮
減
の
た
め
積
極
的
に
納
税
相
談
を
行
い
，
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
活
用
に

よ
る
収
納
促
進
を
進
め
な
が
ら
，
税
収
確
保
の
た
め
に
早
期
の
財
産
調
査
を
行
い
，
納
税
意
志
の
低
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
，
自
動
車
差
押
を
は
じ
め
，
預
貯
金
や
給
料
の
差
押
等
を
実
施
す
る
な
ど
滞
納
処
分
を
強
化
し
，

税
収
の
確
保
と
滞
納
額
縮
減
を
図
っ
た
。

　
�
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,338,696,961円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,764,388,481円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
3,103,085,442円

　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,376,600,108円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,340,118,411円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
2,716,718,519円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
年
度
当
初
に
税
収
確
保
と
収
入
未
済
額
縮
減
の
た
め
「
平
成
21年
度
県
税
事
務
実
施
計
画
」
を
策
定
し
，
効

率
的
な
滞
納
整
理
に
努
め
た
。

　
主
な
対
策
と
し
て
，
差
押
に
つ
い
て
は
，
目
標
件
数
を
1,100件

に
掲
げ
，
預
貯
金
，
給
与
，
自
動
車
の
差
押

を
中
心
に
精
力
的
に
行
っ
た
。

　
捜
索
に
つ
い
て
は
，
高
額
及
び
長
期
滞
納
事
案
対
策
と
し
て
，
捜
索
に
よ
る
財
産
調
査
及
び
差
押
を
積
極
的

に
実
施
し
，
特
に
初
の
試
み
と
な
る
全
所
体
制
に
よ
る
大
規
模
捜
索
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
，
自
動
車
税
徴
収
対
策
に
つ
い
て
は
，
現
年
度
課
税
分
の
徴
収
対
策
と
し
て
，
早
期
滞
納
処
分
の
着
手

と
滞
納
整
理
強
化
月
間
に
お
け
る
自
動
車
の
一
斉
集
中
滞
納
整
理
及
び
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

　
�
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

438,057,943円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

646,054,943円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
1,084,112,886円

　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

372,928,297円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

633,209,822円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
1,006,138,119円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
特
別
徴
収
推
進
対
策
を
重
点
に
，
管
内
町
村
と
共
同
し
て
事
業
所
等
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
。

　
ま
た
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
の
開
催
や
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
直
接
徴
収
，
県
税
還
付
金
差
押
な
ど
の

支
援
も
実
施
し
た
。

　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
差
押
を
重
点
と
し
た
手
法
を
基
本
に
，
自
動
車
，
預
貯
金
，
給
与

等
の
差
押
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
ま
た
，
長
期
滞
納
者
な
ど
に
対
し
て
は
，
捜
索
に
よ
る
動
産
差
押
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
活
用
し
た
滞
納
整
理
，

更
に
は
差
し
押
さ
え
た
自
動
車
や
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
も
実
施
し
，
滞
納
額
縮
減
と
税
収
確
保

に
努
め
た
。

　
�
　
塩
釜
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

234,858,707円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

359,467,945円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

594,326,652円
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・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

240,493,420円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

349,548,330円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

590,041,750円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
税
収
確
保
と
収
入
未
済
額
縮
減
の
た
め
，差
押
処
理
件
数
の
目
標
を
600件

に
設
定
し
，預
貯
金
等
の
債
権
，自

動
車
及
び
電
話
加
入
権
の
差
押
及
び
取
立
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。

　
�
　
大
崎
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

244,585,045円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

425,391,283円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

669,976,328円

　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

234,294,050円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

365,209,881円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

599,503,931円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
収
入
未
済
額
の
縮
減
の
た
め
，
平
成
21年
度
は
特
に
滞
納
件
数
，
額
と
も
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
自

動
車
税
の
縮
減
に
力
を
入
れ
「
宮
城
県
税
収
確
保
対
策
３
カ
年
計
画
」
及
び
「
北
部
県
税
事
務
所
事
務
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
対
策
を
講
じ
た
。

　
特
に
差
押
に
つ
い
て
は
，
差
押
件
数
の
目
標
を
800件

に
設
定
し
，
機
能
分
担
型
滞
納
整
理
を
拡
充
し
て
取
組

み
を
強
化
し
た
結
果
，
前
年
度
を
220件

上
回
り
目
標
を
達
成
し
た
。

　
滞
納
事
案
の
う
ち
大
口
及
び
長
期
事
案
に
つ
い
て
は
，
全
て
の
事
案
に
つ
い
て
所
検
討
会
で
処
理
方
針
を
決

定
し
，
そ
の
う
ち
特
に
，
長
期
間
差
押
し
た
ま
ま
完
納
に
至
っ
て
い
な
い
事
案
に
つ
い
て
は
，
そ
の
差
押
物
件

の
実
態
調
査
を
行
い
，
換
価
価
値
の
な
い
事
案
に
つ
い
て
は
差
押
替
を
し
て
，
預
貯
金
，
給
与
な
ど
を
新
た
に

差
押
え
取
立
し
，
滞
納
額
に
充
当
し
た
。

　
個
人
県
民
税
に
係
る
収
入
率
向
上
に
つ
い
て
は
，
個
人
住
民
税
に
お
け
る
共
同
催
告
及
び
地
方
税
法
第
48条

に
基
づ
き
県
に
よ
る
直
接
徴
収
に
取
組
ん
だ
ほ
か
，
特
別
徴
収
の
促
進
を
図
る
た
め
市
町
と
連
携
し
，
未
実
施

事
業
者
へ
の
働
き
掛
け
を
実
施
し
た
。

　
�
　
栗
原
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

49,110,530円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

102,858,581円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

151,969,111円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

55,634,352円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

89,741,227円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

145,375,579円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
宮
城
県
税
収
確
保
対
策
３
か
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
，
滞
納
額
縮
減
の
目
標
達
成
に
向
け
て
積
極
的

に
差
押
え
処
分
等
を
展
開
し
，
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
て
は
滞
納
繰
越
分
を
中
心
に
，
換
価
性
に
最
も
優
れ
た
債
権
差
押
え
の
重
点
的
執
行
に

努
め
た
。

　
新
規
発
生
の
滞
納
事
案
に
つ
い
て
は
，
滞
納
者
の
財
産
調
査
に
基
づ
く
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
を
は
じ
め
と
し

て
，
早
期
の
滞
納
処
分
執
行
に
よ
り
滞
納
繰
越
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
た
。

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
市
と
協
働
し
て
事
業
者
訪
問
を
実
施
し
，
給
与
所
得
者
に
課
さ
れ
る
市
・
県
民

税
に
係
る
特
別
徴
収
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
特
別
徴
収
へ
の
移
行
を
働
き
掛
け
た
。

　
�
　
登
米
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

70,366,599円
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過
年
度
分
 

124,158,082円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

194,524,681円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

71,094,781円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

114,097,844円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

185,192,625円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
県
税
事
務
運
営
」「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
本
部
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
事
務
所
の
「
事
務
運
営
基
本
方

針
」「
事
務
実
施
計
画
」
を
策
定
し
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
，
下
記
事
業
を
行
っ
た
。

　
　
　
・
東
部
県
税
事
務
所
と
合
同
で
滞
納
処
分
研
修
を
実
施
し
た
。

・
住
民
税
特
別
徴
収
推
進
対
策
に
基
づ
き
，
市
と
協
働
し
て
企
業
を
訪
問
し
，
特
別
徴
収
へ
の
移
行
を
依
頼
し

た
。

　
　
　
・
市
長
と
連
名
で
共
同
催
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
他
の
税
に
つ
い
て
は
，
差
押
件
数
の
目
標
を
200件

に
設
定
し
，
財
産
調
査
を
早
期
に
行
い
，
滞
納
処
分

を
徹
底
し
た
。
ま
た
，
資
力
の
無
い
者
に
つ
い
て
は
処
分
停
止
を
行
っ
た
。

　
�
　
石
巻
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

284,776,093円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

499,141,615円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

783,917,708円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

270,899,721円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

376,230,138円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

647,129,859円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
財
産
調
査
の
徹
底
と
早
期
着
手
の
た
め
，
全
て
の
滞
納
者
の
収
入
・
勤
務
先
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
ま
た
，
現
年
分
に
つ
い
て
も
前
年
度
よ
り
約
１
ヶ
月
早
め
に
財
産
調
査
に
着
手
す
る
な
ど
，
早
期
の
財
産
調

査
に
努
め
た
。

　
効
果
的
な
滞
納
処
分
の
た
め
，
通
年
を
通
し
て
，
給
料
・
預
貯
金
等
の
換
価
性
が
高
い
債
権
を
中
心
に
目
標

件
数
630件

を
上
回
る
差
押
を
し
た
。
自
動
車
の
差
押
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
４
倍
以
上
と
な
っ
た
。

　
ま
た
，
捜
索
の
実
施
・
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
も
取
り
組
み
，
収
入
の
確
保
に
努
め
た
。

　
個
人
県
民
税
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て
は
，
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の
移
行
を
促
進
さ
せ
る
た
め
，
市
町

と
協
働
し
て
事
業
主
を
訪
問
し
て
の
働
き
掛
け
や
事
業
主
へ
移
行
依
頼
文
書
の
発
送
を
行
っ
た
。

　
ま
た
，
48条
直
接
徴
収
，
共
同
滞
納
処
分
，
合
同
公
売
を
実
施
し
，
市
町
へ
徴
収
支
援
を
行
い
，
個
人
県
民

税
の
収
入
確
保
に
努
め
た
。

　
�
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
償
還
違
約
金
に
お
い
て
，
不
適
切
な
処
理
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
速
や
か
に
是
正
す
る

と
と
も
に
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
既
に
科
さ
れ
て
い
る
違
約
金
に
つ
い
て
，誤
っ
て
不
徴
収
と
す
る
決
定
を
行
い
，全
額
減
額
調
定
処
理
を
行
っ

た
も
の
。

　
　
　
　
・
不
徴
収
決
定
額
　
676,700円

　
　
　
　
・
不
徴
収
決
定
日
　
平
成
20年
８
月
20日

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
関
係
各
課
と
調
整
し
，
平
成
22年
２
月
５
日
に
再
調
定
を
行
っ
た
。

　
今
後
，
不
徴
収
決
定
の
事
務
処
理
を
行
う
場
合
は
，
法
令
等
を
遵
守
し
，
適
切
に
処
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
�
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
，
過
誤
払
返
納
金
及
び
未
熟
児
養
育
費
に

お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,894,998円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
25,331,937円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
30,226,935円
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・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,942,318円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
21,549,615円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
26,491,933円

　
　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,602,450円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

6,532,540円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

8,134,990円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,072,849円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

5,932,691円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

7,005,540円

　
　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

105,760円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

547,298円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

653,058円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

563,988円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

563,988円

　
　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

55,388円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

284,704円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

340,092円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

38,254円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

283,634円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

321,888円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
収
納
促
進
に
つ
い
て
は
，
滞
納
発
生
後
速
や
か
に
借
受
人
に
対
し
て
督
促
通
知
を
行
い
，
納
入
さ
れ
な
い

場
合
に
は
電
話
や
訪
問
等
に
よ
る
継
続
し
た
償
還
督
促
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
連
帯
保
証
人
へ
の
連
絡
や

償
還
請
求
を
行
っ
て
い
る
。

　
収
入
未
済
の
発
生
防
止
策
と
し
て
，
貸
付
決
定
前
の
面
接
な
ど
に
よ
り
償
還
意
思
の
確
認
と
償
還
履
行
の

責
任
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
今
後
は
，
事
務
所
の
収
入
未
済
額
縮
減
対
策
本
部
で
の
具
体
的
取
組
方
針
に
よ
り
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
に
つ
い
て
は
，
家
庭
訪
問
，
督
促
状
や
催
告
書
の
発
出
，
電
話
等
で
収
納
促
進

及
び
催
告
に
努
め
，
１
件
完
納
し
た
。

　
今
後
，
債
権
回
収
の
み
な
ら
ず
，
被
保
護
者
に
対
す
る
届
出
義
務
指
導
の
徹
底
な
ど
に
よ
る
収
入
把
握
と

事
務
処
理
の
迅
速
化
に
い
っ
そ
う
努
め
，
収
入
未
済
額
発
生
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
　
・
特
別
障
害
者
手
当
（
497,950円

）

　
　
　
　
・
生
活
保
護
費
（
155,108円

）

　
特
別
障
害
者
手
当
過
誤
払
返
納
金
過
年
度
分
392,190円

に
つ
い
て
は
，
本
人
死
亡
の
う
え
相
続
人
が
相
続

放
棄
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
回
収
に
向
け
た
行
動
が
で
き
な
い
た
め
，
不
納
欠
損
処
分
を
検
討
し
て
い
く
。

　
現
年
度
分
105,760円

に
つ
い
て
は
，
納
入
計
画
書
と
納
入
誓
約
書
を
徴
収
し
て
，
一
部
弁
済
に
よ
る
回
収

を
行
っ
て
い
く
。

　
今
後
，
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
の
届
出
義
務
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
，
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
，
生
活
保
護
の
過
誤
払
返
納
金
に
つ
い
て
は
，
催
告
書
の
発
出
や
電
話
等
で
催
告
に
努
め
，
１
件
完

納
し
た
。

　
今
後
，
過
誤
払
返
納
金
が
生
じ
な
い
よ
う
に
事
務
処
理
等
に
注
意
し
て
い
く
。

　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費

　
　
　
　
・
Ｈ
20年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

284,704円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

284,704円

　
未
熟
児
養
育
費
に
つ
い
て
は
，
文
書
・
電
話
・
訪
問
に
よ
る
督
促
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
，
現
年
度
分
55,388
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円
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
，
文
書
・
電
話
・
訪
問
に
よ
る
督
促
を
行
い
，
収
納
促
進
に
努

め
て
い
く
。

　
�
　
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
許
可
内
容
　
自
動
販
売
機
（
２
台
分
）

　
　
　
　
・
許
可
年
月
日
　
平
成
20年
３
月
18日

　
　
　
　
・
許
可
期
間
　
平
成
20年
４
月
１
日
～
平
成
21年
３
月
31日

　
　
　
　
・
調
定
年
月
日
　
平
成
20年
10月
31日

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
28,980円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
行
政
財
産
使
用
許
可
に
係
る
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
し
，
使
用
許
可
担
当
者
の
み
で
な
く
，
庶
務
担
当
班
内
の

収
入
担
当
者
等
複
数
人
が
収
入
調
定
等
の
確
認
を
す
る
こ
と
と
し
，
相
互
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
�
　
東
松
島
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
光
熱
水
費
に
お
い
て
，
徴
収
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
適
切
な
債
権
管
理
を
図
る
と
と
も
に
，
今
後

再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
食
堂
の
使
用
許
可
に
係
る
電
気
料
の
徴
収
に
お
い
て
，
電
気
子
メ
ー
タ
ー
の
読
み
違
い
に
よ
り
，
過
年
度
分

の
徴
収
額
に
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
〇
未
徴
収
額
（
平
成
17～
19年
度
）

　
　
　
　
　
・
正
規
使
用
料
 

840,844円

　
　
　
　
　
・
既
請
求
額
 

377,918円

　
　
　
　
　
・
未
徴
収
額
 

462,926円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
再
発
防
止
の
た
め
，
毎
月
の
子
メ
ー
タ
ー
の
指
針
値
の
確
認
は
，
食
堂
営
業
者
立
ち
会
い
の
下
，
双
方
で
確

認
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
，
高
校
教
育
課
か
ら
の
指
導
を
受
け
，
担
当
職
員
が
替
わ
っ
た
際
の
事
務
引
き
継
ぎ
を
徹
底
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
未
徴
収
額
に
つ
い
て
は
，
債
務
者
で
あ
る
宮
城
県
東
松
島
高
等
学
校
父
母
教
師
会
長
か
ら
支
払
い
計
画
の
文

書
が
学
校
に
提
出
さ
れ
，
平
成
21年
４
月
か
ら
分
割
納
入
さ
れ
て
い
る
。

　
�
　
古
川
工
業
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
光
熱
水
費
に
お
い
て
，
徴
収
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
適
切
な
債
権
管
理
を
図
る
と
と
も
に
，
今
後

再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
食
堂
の
使
用
許
可
に
係
る
電
気
料
の
徴
収
に
お
い
て
，
電
気
子
メ
ー
タ
ー
の
読
み
違
い
に
よ
り
，
過
年
度
分

の
徴
収
額
に
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
〇
未
徴
収
額
（
平
成
15～
19年
度
）

　
　
　
　
　
・
正
規
使
用
料
 

1,576,537円

　
　
　
　
　
・
既
請
求
額
 

157,626円

　
　
　
　
　
・
未
徴
収
額
 

1,418,911円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
再
発
防
止
の
た
め
，
メ
ー
タ
ー
等
の
読
み
取
り
や
徴
収
に
お
い
て
は
，
複
数
の
職
員
の
目
で
確
認
し
，
誤
り

の
な
い
よ
う
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
，
高
校
教
育
課
か
ら
の
指
導
を
受
け
，
担
当
職
員
が
替
わ
っ
た
際
の
事
務
引
き
継
ぎ
を
徹
底
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
未
徴
収
額
に
つ
い
て
は
，
関
係
業
者
へ
納
入
を
継
続
し
て
要
請
し
て
い
る
。

　
�
　
宮
城
大
学

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
歳
入
歳
出
外
現
金
に
お
い
て
，
払
出
が
遅
延
し
た
た
め
，
不
納
付
加
算
税
が
発
生
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た

の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
入
学
者
選
抜
試
験
問
題
作
題
謝
金
の
所
得
税

　
　
　
　
　
　
146,125円

（
平
成
20年
５
月
支
出
分
）

　
　
　
　
・
納
付
期
限
　
平
成
20年
６
月
10日

　
　
　
　
・
払
出
日
　
平
成
20年
７
月
８
日

　
　
　
　
・
不
納
付
加
算
税
　
7,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
源
泉
徴
収
を
し
た
所
得
税
の
納
期
限
に
つ
い
て
は
法
令
等
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
，
法
人
化
後
も
再
発
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